
�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

朝朝
鳥鳥
明明
神神
冬冬
至至
祭祭

去
る
１２
月
２２
日
冬
至
の
早
朝
、
上
野
の

朝
鳥
明
神
で
冬
至
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
か
が
り
火
に
点
火
す
る
「
日
迎

え
の
神
事
」）

古
代
神
社
の
姿
を
色
濃
く
残
す
朝
鳥
明

神
は
、
そ
の
御
神
体
を
「
磐
境
（
イ
ワ
サ

カ
）」と
呼
び
、
そ
の
祭
祀
場
一
帯
を
神
体

山
と
称
し
禁
足
地
・
聖
地
と
し
て
一
般
の

立
ち
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
朝
鳥
明
神
の
鎮
座
す
る
場
所
の
地

名
は
昔
よ
り
「
馬
瀬
口
」
と
呼
ば
れ
、
古

代
地
名
か
ら
考
察
す
る
と
本
来
は
「
馬
場

瀬
口
」
か
ら
転
訛
し
た
も
の
で
す
。
瀬
口

と
は
谷
の
入
り
口
を
指
し
、
馬
場
と
は
神

を
祭
る
た
め
掃
き
清
め
ら
れ
た
地
を
い
い

ま
す
。
つ
ま
り
馬
瀬
口
と
は
谷
の
入
り
口

の
祭
り
の
場
を
指
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
伝
承
地
名
と
し
て
残
る
境
内
の
一
帯

は
「
く
ご
」
と
い
わ
れ
、
供
御
・
供
給
と

い
ず
れ
の
字
も
あ
て
は
ま
り
、
こ
の
「
く

ご
」
は
朝
鳥
明
神
の
神
域
の
中
で
も
最
も

神
聖
な
聖
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
鳥
明
神
を
地
名
か
ら
考

え
た
と
き
、
そ
こ
に
は
厚
い
信
仰
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

【
１
】
懐
か
し
い
戸
入
の
写
真

２
枚

昭
和
４０
年
頃
の
徳
山
戸
入
地
区
の
写
真

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

◇
寄
贈
者

本
巣
市

宮
川
澄
雄

様

【
２
】
教
科
書
（
昭
和
初
期
頃
）

修
身
、
辞
書
、
習
字
お
手
本
他
１００
余
冊

◇
寄
贈
者

太
田
み
つ
ゑ

様

【
３
】
入
営

た
れ
幕

２
枚

◇
寄
贈
者

坪
井

要

様

【
４
】
迦
多
賀
嶽
再
興
記
（
播
隆
上
人
）

巡
洋
艦
阿
賀
野
乃
一
生

ビ
ル
マ
最
前
線
（
一
）

◇
寄
贈
者

坪
井

進

様
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いびがわ

特産品シリーズ ヤーコン（キク科）

ヤーコンはアンデスポテトとも呼びます。原産地は南米アンデス地方です。キク科植
物でキクイモの近縁種です。多年草で高さは約２ｍになります。ヒマワリのような黄色
花を晩秋に付けますが、大きさは小さく直径が３㎝ぐらいで、周りに２０個ぐらいの舌状
花と中央部に多数の筒状花からなる頭状花序です。地下には繁殖器官である塊茎と貯蔵
器官の塊根があり、食用には塊根（芋と呼ぶ）を用います。収穫直後は苦みが強いが、
１～２か月段ボールなどに入れて保存すれば、主成分のフラクトオリゴ糖が分解して果
糖が遊離するので甘みが出ます。成分はフラクトオリゴ糖やクロロゲン酸で、抗酸化作
用があり、高脂血症改善、便秘改善、ダイエットなどの効果が期待できます。料理はき
んぴら、サラダ、漬け物、煮物、ジュースやカレーなどに葉や茎は乾燥して茶として飲
むことができます。

岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫
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